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11月は

子ども・若者は、家族にとっても、社会にとっても、大きな可能性を秘めたかけが
えのない存在であり、全ての子ども・若者が、自尊感情や自己肯定感を育みながら
自己を確立し、自立した個人として健やかに成長し、明るい未来を切り拓いていって
ほしいものです。
しかしながら、依然、支援を必要とするひきこもり、不登校など社会生活を円滑に

営む上で困難を有する子ども・若者の問題や少年非行、いじめの問題、児童虐待、

児童ポルノや児童買春など子どもが被害者となる事件が後を絶たず、問題解決に

向けて社会全体で取り組まなければなりません。これらの多様で複合的な問題の解決のため、行政、子ども・若者

の育成支援に関わる諸団体等が専門の垣根を越えて連携協力し、支援の充実を図るとともに、地域住民一人ひと

りの取組･参加を促すことにより、子ども・若者を孤立させず、地域全体で支えていく

社会を築くことが重要です。

湖南市少年センターでは、少年補導委員会の街頭補導、登下校時のあいさつ運

動、啓発部による着ぐるみ人形劇等の実施とともに、甲賀警察署や滋賀県甲賀健康

福祉事務所、市内の県立学校と合同で、市内各種店舗を巡回し、万引防止のための

工夫や有害図書・有害玩具等の販売・陳列方法の改善のお願いなどにより、子ども・

若者の健全育成への取組をしています。

少年センターだより
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「薬物乱用防止啓発標語」

大丈夫 悪魔のさそい 信じるな
令和４年度水戸小学校卒）長内 開 （さん

薬物は やめられなくなる 一つぶで
令和４年度石部南小学校卒）原園 蘭 さん （



麻薬だめ ループの世界へ 迷いこむ
令和４年度水戸小学校卒）武村 澄馬 （さん

少 年 セ ン タ ー だ よ り（２）

１０月に引き続き、１１月も薬物乱

用防止に関わる運動が継続中です。

ある調査では、覚醒剤は7割以上が

その危険性を認識しているものの、

大麻には8割がその危険性を認識し

ていない現状があります。特に若者

への大麻拡大が問題になっていま

す。簡単に手に入れることができる

時代。正しい知識を伝え、安易に手

を出さない啓発が重要です。

９月23日（土）県青少年補導センター連絡協議会研修会が、栗東芸術文化

会館さきらで開催され、20名の少年補導委員と所員が参加しました。守山野

洲・大津の少年補導委員会の事例発表と「少年、若年成人の犯罪・非行の再

犯・再非行防止のための社会復帰支援のあり方」と題して、長年少年院院長

を歴任され、現在京都産業大学教授の服部達也氏による講演を聞きました。

講演後には、活発に質問も出る充実した研修となりました。

１０月７日（土）には、あ

いこうか市民ホールで開催

された「なくそう犯罪・滋賀

安全なまちづくり県民大会」に、１９名の少年補導委員と

所員が参加しました。警察本部からの犯罪情勢説明に続

き、各種表彰、水口中学校ボランティア部による大会宣

言がありました。ここまるも登場した防犯劇や忍者パフォ

ーマンス、甲西吹奏楽団ジュニアバンドによる演奏もあ

り、盛りだくさんの半日でした。

また、１０月２日（月）には、県の薬物乱用防止指導者

講習会が県庁で開催され、６名の少年補導委員と所員が

参加し、薬物乱用の現状やその恐ろしさについて、警察本部や大学

教授からの講義を聴き、学びを深めました。１１月９日（木）には、湖

南市少年補導委員会の第３回研修会も予定されています。

滋賀安全なまちづくり県民大会 第１部

県・関係市町マスコットとともに大会宣言

～令和５年度滋賀県薬物乱用防止教室指導者講習会より～

薬物乱用がもたらす脳への影響

☆ ⇒脳の回路や細胞が壊れます。脳や身体そのものの変化

☆ ⇒現実との区別がつかなくなります。幻覚・妄想の出現

☆ ⇒無意識のうちに摂取量が増えます。耐性

☆ ⇒やめたくても、なかなかやめられません。依存

新しい依存性薬物が設計される余地は相当あり、法規制を

くぐり抜け、その被害がひろがる危険があります。

「薬物乱用防止啓発標語」

薬物は 心も体も 傷つける
令和４年度岩根小学校卒）髙畑 菜穂 （さん


